
  

令和元年度の新潟市大腸がん検診成績を報告
します。

検診成績
令和元年度の新潟市大腸がん検診成績を表

1 ・表 2 に示します。
受診者数は71,755人で、平成30年度より2,000

人減少しました（図 1 ）。男女別では男性が
28,646人（前年比692人減）、女性が43,109人（同
1,308人減）でした（図 2 ）。

要精検者数は4,922人（同136人減）、要精検
率は6.9％（同増減なし）でした。また、男女
別の要精検率は男性が8.8％（同0.1ポイント減）、
女性が5.6％（同0.1ポイント増）で、例年と同様、
男性に要精検率が高い結果でした（図 3 ）。

精検受診者数は3,951人（同129人減）、精検
受診率は80.3％（同0.4ポイント減）で、精検受
診率は前年度に比しやや減少したものの平成25
年度から 7 年度続けて80％台を維持していまし
た（図 4 ）。

検診受診者数を年代別にみると、前年度と同
様に令和元年度は70歳台が最も多く、次いで60
歳台、80歳以上が多いという結果でした（表

1 ）。例年と同様、要精検率は70歳台以上で上
昇しますが、精検受診率は40歳台と80歳以上で
は他の年代に比し低い傾向にありました（表
1 ）。

検診で発見された大腸がんは309人（同40人
減）、検診受診者に占める大腸がん発見率は
0.43％（同0.04ポイント減）と、前年度に比し
大腸がん発見数・率ともに減少し、平成29年度
とほぼ同等の数値となりました（図 5 ）。発見
大腸がんの深達度別の内訳は進行がん97人（同
27人減）、早期がん202人（同17人減）、深達度
不明がん10人で、早期がん割合は67.6％（同3.8
ポイント増）でした（図 6 ）。がん発見数・率
は前年度に比しともに減少したものの、早期が
ん割合は前年度より増加していました。男女別
の大腸がん発見率は男性が0.62％（同0.05ポイ
ント減）、女性が0.31％（同0.03ポイント減）と、
男女とも前年度に比しがん発見率は減少し、性
差は例年と同様に男性に高い結果でした（図
7 ）。

その他の病変は2,583人に発見され（表 2 ）、
内訳は、がんの疑い 1 人、大腸腺腫1,897人（同
27人増）、その他のポリープ179人、大腸憩室
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表 1 新潟市大腸がん検診受診者数、要精検率、精検受診率（令和元年度）














